
★★ ワンポイントアドバイス ★★ 

スタッフに声をかけるなら、「なんでも言ってみて。できるかど

うかは後で決めればよいのだから」がお勧めです。警戒心が解け

て、本音を話してくれるでしょう。そして、できることを応援し

てあげれば、スタッフにとって、こんなに良い職場環境はありま

せん。自発的な発言の数を見れば、職場環境が良いかどうか、克

明に現状把握することができるのです。 
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勤務環境かいぜんサポートナビ 

無料 

東京都 勤務環境 検索 

 職場のコミュニケーションを客観的に把握してみませんか？ テーマ： 

なるべく部下に声をかけるようにしているのですが、なぜか退職やメンタルトラ

ブルが減りません。どうしたらよいのでしょうか？  

どんな風に声をかけていますか？ 

例えば、「大丈夫？」とか「新人は慣れた？」といった聞き方だと、「大丈夫です」

「慣れてきました」といった漠然とした答えしか返ってこない傾向があります。 

大切なのは、客観的な事実を把握することです。 

(1)一定期間に、そのスタッフが、いくつ、どのような気づきや提案を申し出

てくれたのか？という客観的な事実です。こればかりは、スタッフの気持

ちが職場に向いていなければ、決して多くならないからです。 

(2)また簡単でも良いので、そうした事実を記録に残して定点観測しましょう。 

スタッフにとって勤務環境が良いか

どうかは、自発的な言動が多いかど

うかに現れるので、客観的にわかり

ます。 

なんでも言える働きやすい職場であ

れば、スタッフの自発的な言動がど

んどん増えるからです。 

そのためには、中堅職員などの協力

を得て、部下が「いつどんなことを

提案してくれたのか、実践してくれ

たのか」といった客観的な事実を把

握するようにしましょう。 

また、そのためにも、スタッフが自

発的に提案や実践をしやすい風通し

の良い環境をつくりましょう。 

◆◆  注意 ◆◆ 

■評価（良い結果が出たことだけを褒める）

ばかりだと、スタッフは成果を上げなけれ

ばというプレッシャーになります。 

■承認（成果は出ていなくても、意欲や姿

勢、努力をみとめること）をしてもらえる

職場では、スタッフはのびのびと発言し、

新たなことにチャレンジしてくれます。同

じ「褒める」でも、ぜひ意識的に承認をし

てあげましょう。 

http://www.fukushihoken.metro.tokyo.jp/iryo/sonota/kinmukankyoukaizen/index.html

